
で あ い こ う か

D E A I  K O K A

東海道土山宿の歴史や伝説などを題材に
した「あいの土山宿場かるた」
がこのほど製作されました。
土山宿の観光ボランティ
アガイドで、発案・原
作者の髙橋慶一さん
と、絵札の原画を描
いた土山道夫さんに
お話を伺いました。

▲全校児童が歌声を合わせるフィナーレ

▲手作りの絵本を披露する参加者

▲黒滝太鼓踊り保存会の「じゅんやく踊り」
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近
畿
・
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会
が

11
月
9
日
、
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
管
内
12
府
県
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能
の
魅

力
を
広
め
、
そ
の
保
存
・
伝
承
に
つ
な
げ
よ
う
と
各

府
県
持
ち
回
り
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は

7
つ
の
民
俗
芸
能
が
甲
賀
に
集
い
ま
し
た
。

　
市
内
か
ら
は
黒
滝
太
鼓
踊
り
保
存
会
が
出
演
。
毎

年
7
月
に
行
わ
れ
る
祭
礼
さ
な
が
ら
に
、
ほ
ら
貝
や

太
鼓
の
音
に
乗
せ
た
「
じ
ゅ
ん
や
く
踊
り
」
と
呼
ば

れ
る
踊
り
を
披
露
し
、会
場
の
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。

図
書
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か
ら
文
化
を
発
信
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甲
賀
市
図
書
館
の
10
周
年
を
記
念
し
、「
図
書
館

ま
つ
り
」
が
11
月
8
日
、
甲
賀
図
書
情
報
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
た
、
市
内
在
住
の

絵
本
作
家
・
市
居
み
か
さ
ん
に
よ
る
絵
本
づ
く
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
53
人
が
参

加
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
本
を
完
成
さ
せ
、
互
い
に
披
露

し
あ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、本
の
修
理
講
座
、コ
ン
サ
ー
ト
、オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
も
開
か
れ
、本
を
楽
し
み
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
過
ご
す
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

仲
間
を
信
じ
て 

自
分
を
信
じ
て
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多
羅
尾
小
学
校
で
11
月
1
日
、
同
校
の
伝
統
行
事

の
オ
ペ
レ
ッ
タ
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
27
回
目
と
な
っ
た
今
年
は
、「
オ
ズ
の
ま
ほ
う
つ

か
い
」
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
全
校
児
童
を
合
わ
せ

て
9
人
と
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
少
な
い
人
数
で
の
挑

戦
と
な
り
、
中
に
は
一
人
で
四
役
を
こ
な
す
児
童
も

あ
り
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
同
校
の
体
育
館
に
は
、
保
護
者
や

地
域
住
民
、
卒
業
生
の
ほ
か
、
毎
年
公
演
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
フ
ァ
ン
も
合
わ
せ
て
約
２
０
０
人
が
詰

め
か
け
、
児
童
の
熱
演
に
暖
か
い
拍
手
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

「あいの土山宿場かるた」を製作

作：髙
た か は し

橋慶
み ち か ず

一さん　絵：土
つ ち や ま

山道
み ち

夫
お

さん

古城山頂に天守の痕跡確認

水口岡山城跡発掘調査

　第3次発掘調査が進められてきた水口岡山城跡で、
二つの天守級の重層建築物が存在していた可能性を
示す石垣や石階段などが見つかりました。
　豊臣秀吉が重臣に築かせた東国進出の拠点城郭と
して、威容を誇っていたことを伺わせる発見です。
　11月15日には現地説明会が行われ、集まった多く
の歴史愛好家らは、職員の説明に聞き入ったり、出土
した石垣を写真に収めながら、往時の天守の姿に思い
を馳せました。

製作のきっかけは？
髙橋： 孫が百人一首で遊んでいるのを見ているうち

に、地元の身近な歴史や文化を題材にした宿場
かるたの製作を思いつき、読み札の文案を4か月
かけて練り上げました。絵札は地元の子どもたち
に絵画を教えている土山さんにお願いしました。

土山： 髙橋さんから依頼を受け、絵札を手掛けることに
なったのですが、いつしか自分自身が夢中になっ
ていました。自転車にまたがって現場取材からはじ
め、約8か月をかけて46枚の原画を仕上げました。

工夫したところはありますか？
髙橋： 子どもが親しみやすいよう、土山宿を中心に地

域の言い伝えや伝説をたくさん取り入れまし
た。読み札の裏面には、その場面の詳しい説明
を添えていますので、大人の方にも読みごたえ
があると思います。親子で教え合いながら遊ん
でほしいですね。

土山： ほのぼの楽しめる絵を念頭に、水彩絵の具で柔
らかく描きました。子どもも、大人も、身体の不
自由な人やお年寄りも、なるべく色々な人が登
場するように心がけました。

宿場かるたの反響は？
髙橋： 子どもだけでなく、高齢者サロンなどでも使わ

れているようです。今後は、同窓会などで人が集
まる機会にも楽しんでもらえれば嬉しいです。

土山： 土山宿の手軽なお土産としても喜ばれているよ
うです。土山宿の歴史や文化を知ってもらうきっ
かけになればと思います。

 
　２人とも「ゆ」の札が一番
お気に入りとのこと。江戸時
代の飛脚と現代の郵便屋さ
んが時代を超えて共演して
います。

地域の民謡を唄い継ぐ

朝宮小学校伝統の民謡

　朝宮小学校の全校児童が11月14日、地域に伝わる
民謡を披露しました。
　同校では、民謡の先生に指導を受けながら「茶摘
み唄」「朝宮小唄」「おもてかんばん」「おかげ踊り」
の 4 曲を唄い継ぎ、学校や地域の行事で定期的に発
表しています。
　この日は、「近畿へき地教育研究大会」で来校した
県内外の教育関係者や、同校の保護者らが観覧。色
とりどりの着物や法被に身を包んだ児童らの唄と踊り
に、じっくりと見入っていました。

▲民謡の唄と踊りを披露する児童

▲古城山頂で行われた現地説明会

宿場かるたの絵札の一部を展示した原画展が、滋賀銀
行水口支店ロビーで開催中です。（12月30日まで）
あいの土山宿場かるたのお問い合わせ先
土山学区自治振興会事務所
☎０５０‐５８３３‐０３９５　月・木曜の９時〜１６時

読み札 絵札
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  （写真右） （写真左）
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